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１． 経営成績・財政状況の概況 

（１） 経営成績の概況 

① 当期の経営成績 

経常収益は、住宅ローンに係る手数料収入や預け金利息の増加があるものの、リース業における売

上高や貸出金利息の減少により前期を 2億 66 百万円下回る 570億 11 百万円となりました。 

一方、経常費用は、元金据置を行った事業者の返済再開等による債務者区分の良化や景気指標の改

善に伴い予想損失率が低下したことにより、一般貸倒引当金が繰入から戻入に転じたことなどから、

前期を 43億 52 百万円下回る 490 億 81 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前期を 40 億 85 百万円上回る 79 億 30 百万円となりました。親会社株主に帰

属する当期純利益は前期を 30億 10 百万円上回る 55億 90 百万円となりました。 

報告セグメントごとの業績につきましては、セグメント利益は、銀行業で前期を 47億 1百万円上回

る 69億 96 百万円、リース業で前期を 1億 71 百万円上回る 5億 35 百万円、クレジットカード業で前

期を 2億 13 百万円下回る 6億 68 百万円、信用保証業で前期を 1億 25 百万円上回る 7億 91 百万円、

その他で前期を 3百万円下回る 15百万円となりました。 

② 次期の見通し 

2022 年度の業績につきましては、連結で経常収益 560 億円（前期比△10 億円）、経常利益 80 億円

（同＋１億円）、親会社株主に帰属する当期純利益 55 億円（同△0.9 億円）を予想しています。銀行

単体は、経常収益 374 億円（同△12 億円）、経常利益 67 億円（同△２億円）、当期純利益 48 億円（同

△３億円）を予想しております。 

なお、今後の見通しについては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を含め、経済活動は 2022 年

度を通じごく緩やかな回復シナリオを想定し業績を予想しておりますが、当該仮定には不確実性が存

在しております。そのため、新型コロナウイルス感染症の感染状況等による影響の変化によっては今

後の業績が公表数値と異なる可能性があります。今後業績予想の変更が必要となった場合には速やか

に公表いたします。 
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（２） 財政状態の概況 

当連結会計年度末の総資産は前連結会計年度末を 2,867 億 23 百万円上回る 3兆 648 億 65 百万円と

なりました。純資産は前連結会計年度末を 32 億 2百万円上回る 1,350 億 18 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）の期末残高は、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響による貯蓄性向の高まり等により個人預金を中心に増加したことから、前連結会計年度末を1,190

億 52 百万円上回る 2兆 5,982 億 59 百万円となりました。貸出金の期末残高は、個人向け貸出が住宅

ローンを中心に好調に推移したことに加え、地公体向け貸出も増加したことから、前連結会計年度末

を 255 億 23 百万円上回る 1兆 8,044 億 14 百万円となりました。有価証券は、地方債等の取得により

前連結会計年度末を 311 億 31 百万円上回る 3,641 億 79 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、借用金や預金の増加により 2,861 億 17 百万円の収入とな

りました。投資活動によるキャッシュ・フローは、債券を中心とした有価証券の取得等により 386 億

63 百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により 22 億

29 百万円の支出となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末比2,452億 74百万円増加の7,699

億 63 百万円となりました。 

２． 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準に基づき連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に

対応していく方針であります。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収

益認識会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財

又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け

取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより銀行業

及び一部の連結子会社において契約時に一括で収益として認識していた取引及

び収益計上を繰延して認識していた取引について収益認識の計上時点を変更し

ております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに

定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計

方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金

に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 

この結果、当連結会計年度における連結貸借対照表は、その他負債が57百万円

増加しております。当連結会計年度の連結損益計算書は、経常収益及び経常利益

並びに税金等調整前当期純利益がそれぞれ3百万円減少しております。 

当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結

株主資本等変動計算書の利益剰余金の期首残高が37百万円減少しております。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下

「時価算定会計基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定

会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号2019年

７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、「時

価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2019年7月

4日）第26項に定める経過的な取扱いに従って、従来は時価を把握することが極め

て困難として取得原価をもって連結貸借対照表価額としていたその他有価証券

及びその他金銭の信託の私募REITについて、入手した直近の基準価格を時価とし

連結貸借対照表価額としております。これによる連結財務諸表に与える影響は軽

微であります。 

（追加情報） 

（退職給付制度の一部移行） 

当行は、2021年10月１日に、在職中の職員の「確定給付企業年金(DB)」のすべ

てを「確定拠出年金(DC)」へ移行したことにより、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号2016年12月16日）及び「退職給

付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号

2007年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制

度の一部終了の処理を行いました。 

これにより、当連結会計年度において、退職給付制度改定益548百万円を特別利

益に計上しております。 
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（セグメント情報）  

１．報告セグメントの概要 
当行グループは、当行及び連結子会社６社で構成され、銀行業務を中心にリース業

務、クレジットカード業務、信用保証業務などの金融サービスに係る事業を行ってお
り、当行の取締役会において定期的にグループ内の会社別の財務情報を報告しており
ます。 
「銀行業」は、当行の本店のほか支店等においては、預金業務、貸出業務、内国

為替業務、外国為替業務及び有価証券投資業務等並びにこれらに付随する業務を
行っており、「リース業」はリース業務等、「クレジットカード業」はクレジットカ
ード業務等、「信用保証業」は信用保証業務を行っております。 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額
の算定方法 
報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 
なお、セグメント間の内部経常収益は第三者間の取引価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金
額に関する情報 

 当連結会計年度(自 2021 年４月１日 至 2022 年３月 31 日)

(単位：百万円)

報告セグメント 

その他 合計 調整額
連結財務諸

表計上額 銀行業 リース業
クレジット

カード業 

信用 

保証業
計 

経常収益 

外部顧客に対 

する経常収益 

37,220 15,960 3,068 749 56,999 12 57,011 ― 57,011 

セグメント間の 

内部経常収益 

1,468 131 649 162 2,411 425 2,837 △2,837 ― 

計 38,688 16,092 3,718 911 59,410 438 59,848 △2,837 57,011 

セグメント利益 6,996 535 668 791 8,991 15 9,007 △1,076 7,930 

セグメント資産 3,026,843 40,801 21,319 9,130 3,098,095 171 3,098,266 △33,401 3,064,865 

セグメント負債 2,908,111 33,858 14,076 5,490 2,961,536 48 2,961,584 △31,738 2,929,846 

その他の項目 

減価償却費 2,184 719 96 1 3,002 1 3,003 ― 3,003 

資金運用収益 28,325 8 383 0 28,718 0 28,718 △929 27,788 

資金調達費用 108 130 144 ― 383 ― 383 △210 173 

減損損失 141 ― ― ― 141 ― 141 ― 141 

有形固定資産 

及び無形固定 

資産の増加額 

1,794 1,188 9 4 2,996 1 2,997 ― 2,997 

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。 

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、現金精査整

理業務や産業、経済、金融に関する調査研究業務等であります。 

３ 「調整額」は主にセグメント間取引消去であります。 

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

当連結会計年度 

(自 2021 年４月 １日 

至 2022 年３月 31 日) 

１株当たり純資産額 円 3,178 円 82 銭 

１株当たり当期純利益金額 円 131 円 18 銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円  130 円 74 銭 

(注)１ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度末 

(2022 年３月 31 日) 

純資産の部の合計額 百万円 135,018 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 179 

（うち新株予約権） 百万円 179 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 134,839 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数 
千株 42,418 

(注)２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 
の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

当連結会計年度 

(自 2021 年４月 １日 

 至 2022 年３月 31 日) 

１株当たり当期純利益金額   

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 5,590 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益 
百万円 5,590 

普通株式の期中平均株式数 千株 42,615 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － 

普通株式増加数 千株 142 

 うち新株予約権 千株 142 

(重要な後発事象) 

該当ございません。 
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